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春
で
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
春

で
す
が
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
の
制
限
の
な
い
４

月
で
す
の
で
何
か
生
ま
れ
変
わ
っ
た
新
し
い
季

節
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

一
方
、
災
害
や
紛
争
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

つ
ら
い
時
や
悲
し
い
時
で
も
何
か
の
形
で
図
書

館
が
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

春
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
【
Ｍ
Ｏ
Ｅ
絵
本
屋
さ
ん
大
賞
２
０
２
３
】

今
年
も
絵
本
専
門
店
や
書
店
の
絵
本
担
当
者

に
選
ば
れ
た
新
刊
絵
本
約
30
冊
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
話
題
の
絵
本
、
期
待
の
新
人
が
描
い
た
絵

本
を
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

の
お
す
す
め
本
】

日
頃
、
図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
る
中
高
生
た
ち
が
「
お
気
に
入
り
の

本
」
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
視
点
で
選
ん
だ
本
や
本
人
手

作
り
の
ポ
ッ
プ
に
も
、
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

★
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
増
え
ま
し
た
！

図
書
館
で
は
多
く
の
資
料
を
、
よ
り
た
く
さ

ん
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
一

同
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
展
示
の
テ
ー
マ

を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
季
節
に
沿
っ
た

テ
ー
マ
に
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
選
書

し
た
展
示
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
図
書
館
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
は
、
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ

せ
て
、
「
図
書
館
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
、
北
斗
市
公
民
館
で
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

ク
イ
ズ
、
ア
ニ
メ
の
上
映
会
、
お
す
す
め
の
絵

本
や
し
か
け
絵
本
の
展
示
、
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ま
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
し
い
申
込
方
法
は
裏
表
紙
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
４
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
会
場
：
北
斗
市
公
民
館　

講
堂

（
北
斗
市
立
図
書
館　

司
書　

荒
竹　

規
子
）

　

第
18
回
北
斗
市
民
文
化
祭
は
、
令
和
５
年
10

月
28
日
（
土
）
、
29
日
（
日
）
の
２
日
間
で
、

か
な
で
〜
る
、
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
日
間
の
来
場
者
数
は
、
か
な
で
〜
る

会
場
は
６
３
３
名
、
公
民
館
会
場
は
３
４
０
名

で
し
た
。

　

今
回
は
両
会
場
で
作
品
展
示
を
行
い
、
市
内

で
活
動
す
る
文
化
団
体

や
市
内
の
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
中
学
校
、
介

護
施
設
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
も
と
、
た
く
さ

ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
陶
芸
や
絵
画
、

川
柳
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
丹

精
を
込
め
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
多
彩
な
作
品
が

展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
皆
さ
ま
は
興
味
深
く
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　

29
日
（
日
）
は
、
か
な
で
〜
る
会
場
で
舞
台

発
表
が
行
わ
れ
、
参
加
団
体
は
例
年
よ
り
多
い

17
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
団
体
協
議
会
の
加
盟
団
体
で
は
、
民
謡
、

舞
踊
、
バ
ン
ド
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

コ
ー
ラ
ス
、
ズ
ン
バ
、
吹
奏
楽
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た

内
容
の
濃
い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
参
加
展
示
団
体
数
の
減
少
に
よ
る

会
場
の
縮
小
な
ど
も
あ
り
、
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
と
は
言
え
な
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
開
設
し
て
い
た
食
堂

ブ
ー
ス
の
復
活
や
、
一
般
団
体
の
参
加
も
あ
り
、

昨
年
度
よ
り
も
来
場
者
は
増
加
し
ま
し
た
。

　

北
斗
市
文
化
団
体
協
議

会
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
内

の
文
化
活
動
を
盛
り
上
げ

る
べ
く
、
北
斗
の
杜も

り

コ
ン

サ
ー
ト
や
市
民
文
化
祭
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
皆
さ

ま
が
足
を
運
び
た
く
な
る

よ
う
な
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
斗
市
文
化
団
体
協
議
会
は
、
上
磯
町
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
と
大
野
町
文
化
団
体
連
絡
協

議
会
が
平
成
18
年
に
合
併
し
て
設
立
し
、
北
斗

市
民
文
化
祭
、
北
斗
の
杜
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
事
業
を
主
催

し
、
加
盟
す
る
文
化
団
体
に
発
表
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
そ
の
活
動
を
支
援
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
芸
術
文
化
の
振
興
発
展
を
目
的
と
し

て
い
る
団
体
で
す
。

　

現
在
は
、
35
団
体
（
旧
上
磯
町
20
団
体
、
旧

大
野
町
15
団
体
）
が
加
盟
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
興
味
が
あ
る
方
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
北
斗
市
文
化
団
体
協
議
会

事
務
局
長　

小
野　

育
子
）
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第
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回
北
斗
市
民
文
化
祭

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー（
本
館
）

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー（
本
館
）

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー（
本
館
）

第
６
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

第
６
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

第
６
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

楽しい紙芝居♪楽しい紙芝居♪

加
盟
団
体
・
団
員
募
集

加
盟
団
体
・
団
員
募
集

つくしの会（書道）つくしの会（書道）
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クイズコーナーもあるよ！クイズコーナーもあるよ！


